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令和３年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（１）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価

(1)中高一貫教育の ①中高連携の促進 ①中高一貫教育推進委員会を定期的 ①中高一貫教育推進委員会を年５回，また中高 （評定） ○ 目標値を超えた達成度を評価する。この ○数学は，ティーム

推進 に努め，生徒 に開催し，生徒の現状に応じた教 合同の教科会を３回実施した。 数値結果に満足することなく,中高一貫教育 ・ティーチングや習

の個性や能力 育活動を検討する。 Ｂ 校でしか体感できない，生徒が入学して良 熟度別授業を実施

を伸張すると かったと思える場面を適宜設定して欲しい。 し，わかりやすい授

ともに，異年 ②学年をまたがっての活動を取り入 ②今年度も入学式は中高合同で実施した。昨年 学校行事等での場面はもとより，日々の学 業を実施した。すべ

齢集団におけ れ，６年間を見通した特色ある教 度中止となった文化祭と中高別々に行った体 校生活においても実感できる場面を工夫し ての生徒が先取り学

る社会性の育 育を行っていると思うと回答する 育祭は新型コロナウイルス感染症拡大防止対 （所見） てほしい。この地道な努力が魅力ある学校 習の有用性が実感で

成を進める。 割合が 85％以上を目指す。 策を行い中高合同で実施した。アンケート結 今年度の中高一貫 づくりにつながると考える きるように，さらに

果から，生徒・保護者・教職員の満足度は 96 教育の推進に関する 工夫しなければなら

②６年間の計画的 ％・92％・100％と目標を達成した。 すべてのアンケート ないと考える。

・継続的な教育 の項目で生徒・保護 ○ 現状維持で ＩＣＴの活用につい

の研究を進め， ③６年間でしっかりとした学力を身 ③６年間を見通した特色ある教育を行っている 者の回答は８割以上 ては，各教室に電子

中高の一貫性を につけることができると回答する かどうかは，アンケート結果から，生徒は 92 が肯定的である。 黒板が設置され，デ

促進する。 割合が 85％以上を目指す。 ％，保護者が 86 ％と昨年に続き目標を達成 様々な行事を Zoo ○ ほとんどの評価基準を達成できているこ ジタル教科書も導入

している。教職員の満足度は 84 ％と目標を m などで行う中，今 とはすばらしい。次年度の課題について， された。また，生徒

達成できなかった。 年度は感染対策をし さらに」教師間で共通理解を図りながら取 に も１人１台タブ

て中高合同で文化祭 り組みを進めてもらいたい。 レッ トが貸与され

④中高合同で実施された行事は高校 ④昨年度はこのアンケート項目はなかったた と体育祭ができたこ た。こ のことでさ

生との交流を深めるのに役立って め，昨年度との比較はできないが，今年度の とは，高校生との交 らにＩＣ Ｔの効果

いると回答する割合が 80 ％以上を アンケート結果から，生徒・保護者・教職員 流を実感できる機会 的な活用が 各年次，

目指す。 の満足度は 83 ％・90 ％・100 ％と目標を達 になったと思われ 各教科で推 進され

成した。 る。 るようにして いき

しかし，児童数の たい。

減少に伴い志願者数
は減少傾向にある。

志願者の学力につい ○授業風景や行事の

ては，開校当初に比 様子など今年度は

べ学力差が大きくな たくさんの生徒の

っている。電子黒板 活動の様子をホー

の利用や１人１台タ ムページで発信で

活動計画 活動計画の実施状況 ブレットを活用し きたが，さらに本

て，現在の生徒の学 校のめざす学校像

①併設高校と連携し，毎学期に教科 ①中高一貫教育推進委員会を年５回実施し，一 力や人数にあわせた を，具体化・明確

会を行ったり，研究授業を行った 貫教育における懸案を話し合った。本年度も 学習形態など工夫が 化し，ホームペー

りするなど生徒の現状に応じた６ 学期に一度教科会を行い，各担当学年やクラ 必要である。 ジ等で発信して生

年間の学習計画づくりをする。 スの現状と課題について話し合いをもった。 徒・保護者に伝え

また，授業見学会を行い，授業力向上を図っ ていくことが必要

た。 である

②儀式的行事や体育祭・文化祭だけ ②入学式，文化祭，体育祭は感染対策を行い，

でなく，必要に応じて行事等を実 中高合同で実施した。始業式・終業式(学期

施し，生徒の積極的な参加を促す。 ごと)，全校集会(毎月)は Zoom を使って実施
した。



令和３年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（２）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指数による達成度 総合評価

(2)確かな学力の充 ①個別面談の充実 ①家庭学習時間（塾なども含む）の ①定期考査ごとの学習状況調査では，毎回どの （評定） ○ 確かな学力を育てるためには，教員が確か ○各教室の電子黒板

実と指導力の向 や，朝の学習， 平均が各クラス２時間以上をめざ 学年も平均 2時間以上学習している。 なカリキュラム・マネジメントのもと，切磋 や生徒１人１台タ

上 家庭学習など自 す。 Ｂ 琢磨しながら自己の指導力の向上に向けて貪 ブレットの活用が

主学習の促進に 欲に取り組むことが肝要である。中高一貫教 始まり，生徒がＩ

努める。 ②「１年間，計画を立てて振り返り ②「計画を立てて振り返りながら学習に取り組 育校として，６年間を見通したカリキュラム ＣＴを活用した学

ながら学習に取り組むことができ むことができた」と回答した生徒は 69 ％で ・マネジメントができることと，中高の教員 習に慣れつつあ

②学力向上を図る た」と答える生徒の割合が 60 ％以 あった。 （所見） が身近で連携して取り組めることは何よりの る。本校だけでな

研修の充実や， 上をめざす。 本年度は，「大学 強みであると考える。 く，県内外の学校

授業の創意工夫 連携強化！学校力向 での活用事例を参

に努める。 ③各種検定（漢検・英検・数検など） ③昨年度と比べて受検率は漢検が 53 ％から 38 上拠点校事業」の拠 考に，教員研修を

の受検率を昨年度より向上させる。 ％に下がり，英検が 64％から 65％，数検が 20 点校として協力校の ○ コロナ禍でも，タブレット使用等により学 実施し，さらなる

③「主体的・対話 ％から 24 ％となり，少し向上した。また， 川島高校と協力しな 生の勉強への意欲が損なわれるようなことが 授業改善につなげ

的で深い学び」 今年度も数学思考力検定を実施することがで がら，教員の授業力 なかった。 たい。

の視点からの きた。 向上に努めた。学力

学習・指導方 推移調査の結果だけ ○検定の受検率をあ

法の研究を推 ④「単元ごとにＩＣＴを活用した， ④全教員が「小単元ごとに深い学びを促す場面 でなく，全国学力調 ○ 至誠ノートの活用が，日常生活の中での学 まり向上させるこ

進する。 主体的・対話的で深い学びのある を１回以上設定できた」と回答していた。ま 査やステップアップ 習習慣の定着につながっていけば良いと思わ とができなかっ

授業を１回以上実践できた」と答 た，「授業に積極的に取り組んでいる」と答 テストの結果を基 れる。 た。一方で，英検

える教員の割合が 80 ％以上をめざ えた生徒の割合が 89 ％，「本校の授業は，わ に，徳島県教育委員 や漢検では準２級

す。 かりやすく工夫されている」と回答した生徒 会や鳴門教育大学か や２級に挑戦する

の割合が 91％となっている。 ら指導を頂き，生徒 生徒も出てきてい

の主体性を引き出す る。検定を受けて，

授業改善に全教職員 基礎学力の向上を

が取り組んだ。その 目指すよう生徒に

結果，生徒自ら意欲 促していきたい。

的に学ぶ姿勢が身に

ついてきている。 ○定期考査期間中だ

けでなく，日々の

至誠ノートの活用

活動計画 活動計画の実施状況 にも注力すること

が課題である。至

①至誠ノートを毎日提出させ，学習 ①定期考査の時間割発表の日に学習の計画を立 誠ノートの内容を

の計画を立て，振り返る習慣を身 てる時間を設け，考査最終日には毎回学習状 踏まえて，生徒の

につけさせる。 況調査を実施した。 基本的生活習慣と

学習習慣の見直し

②中高一貫校用の模試を活用して， ②昨年度から実施している中高一貫校用の模試 ができるよう指導

大学入試まで見据えた学習指導を （学力推移調査）を本年度も 継続的に実施し， していきたい。

行う。 １年前や上の学年との成績比較ができるよう

になり，授業改善につなげられた。

③各学年で効果的な「質問タイム」 ③「定期テスト前の『質問タイム』や，終了後

や「補充学習」を実施し，個々の の『補充学習』は，学力向上に役立っている」

生徒の学力を伸ばす。 と回答した生徒は 80％であった。

④「授業力向上のための授業見学」 ④中高合同で「授業力向上のための授業見学」

において，公開授業に積極的に取 を年間２回行った。第１回は高校の授業を見

り組む。 学し，第２回は中学校が授業を公開して，研

究協議を行った。



令和３年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（３）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指数による達成度 総合評価

(3)生徒の能力・適 ①進路指導の改善 ①「生活オリエンテーション」(1 年 ①生徒の 81 ％が「生活オリエンテーション」， （評定） ○ ６年間を見通した進路指導計画を立て，各 ○進路指導体制の確

性に応じた進路 ・充実を図り， 生),「先輩から学ぶ」（2年生），「ス 「先輩から学ぶ」，「スペシャルアプローチ」が 学年で調整しながら取り組めることは，中高 立をはかり，１学

の実現 進路達成意欲を ペシャルアプローチ」（3 年生）な 学校生活に役立っていると回答した。また，保 Ｂ 一貫教育校のアドバンテージである。生徒が 年から計画的に進

高める。 どを通して，中学生が中学校の先 護者の 88 ％が，子どもちの学校生活に役立っ 身近にいる先輩の姿を見て，数年先の自分の 路指導を行うとと

輩や高校生と語り合うことは学校 ていると回答した。 姿と重ね合わせることは実に意義深い。先輩 もに，高校との効

②三者面談・年次 生活に役に立っていると思う生徒 と語り合い，今の自分を省みられる機会の充 果的な連携をはか

ＰＴＡなどによ ・保護者の割合を 85 ％以上をめざ （所見） 実に努めて欲しい。 る。

り保護者との連 す。 どの項目でも｢そ

携強化に努め ②フューチャーにおいて，将来の進 ②生徒の 86 ％，保護者の 92 ％がフューチャー う思う｣｢ある程度そ ○総合的な学習の時

る。 路につながるキャリア教育を実施 での様々な学習や体験活動が進路選択に役立 う思う｣という回答 ○ 現状維持 間や体験活動につ

し，それぞれの発達段階に応じた つと回答した。 が生徒・保護者とも いては，これまで

体験活動が進路選択に役立つとの に８割以上となって 同様，６年間を見

回答が 85％を超えるようにする。 おり，本校の進路指 ○ 新型コロナウイルス感染拡大の中，中止さ 通しながら，生徒

導におおむね理解を れた行事はあるものの，様々な行事が行われ の実態に沿った内

③「進学説明会」，「高校体験入学」（３ ③３年生の 95 ％，３年生の保護者の 88 ％が， いただいているもの ており，生徒にとっては貴重な体験ができて 容で柔軟にプログ

年生）の実施が進路を見据えた学 高校からの「進学説明会」が進路を見据えた と思われる。評価指 いると感じる。今後とも多様な体験や出会い ラムを組むことが

校生活に役立つとの回答が 80 ％以 学校生活に役立つと回答した。 数②③については， の機会を提供して欲しいと思う。 重要である。

上にする。 生徒・保護者ともに

目標値に到達してい ○生徒の活動の様子

るが，評価指数①に をホームページな

活動計画 活動計画の実施状況 ついては保護者のみ どで知らせ，広く

目標値を上回ってい 学校の進路指導に

①進路指導の充実を図り，生徒の能 ①各学年に応じた進路指導を行った。質問タイ る。どの評価指数で ついて知ってもら

力や適性を高めるため，行事を通 ム，補充学習を定期テストに合わせて年５回 も保護者の目標値を う。

しての体験学習や，質問タイム， 実施した。課題演習では，英語検定や漢字検 上回ったのは，ホー

補充学習，課題演習（全学年），ス 定，数学検定の学習に取り組んだ。また，夏 ムページで活動の様 ○「先輩から学ぶ」

ペシャルアプローチ（3 学年対象） 季休業日(６日)・冬季休業日(３日)の補習授 子を知らせることが や「特設スペシャ

等の内容の充実を図る。 業を実施した。それに加え，３年生にはスペ できたことも理由に ルアプローチ」な

シャルアプローチを各教科２時間程度，５年 あると考えられる。 ど高校生と語り合

生が教えてくれる特設スペシャルアプローチ コロナ禍ではあっ う機会は，高校か

を２時間，校長先生によるスペシャルアプロ たが，学校行事は らの説明をより具

ーチも実施した。 Zoom の利用や少人 体的に示すものと

数の授業形態で行う して有効であるの

②体験的な活動を計画的に実施する ②生活オリエンテーション 全学年 ４月 などの工夫をしなが で，今後も継続し

とともに，中高の連携や外部との 阿波木偶「箱回し」の鑑賞 ２年生 10月 ら，できるだけ実施 て実施したい。ま

連携を積極的に取り入れることで 先輩から学ぶ ２･５年生 10月 するよう努力した。 た，スペシャルア

社会性を育て，問題を解決する能 職業ガイダンス ２年生 10月 プローチでは，生

力を養い，進路選択を支援する。 職場体験出前授業 ２年生 11月 徒が中学から高校

(職場体験学習より変更) へのつながりを感

職場体験出前授業発表会 １･２年生 12月 じ，スムーズに高

夢ナビライブへの参加(希望者) ３年生 中止 校の学習に移行で

川島高校体験入学 ３年生 中止 きるよう，中高が

スペシャルアプローチ ３年生 10月～ 1月 連携し，工夫した

特設スペシャルアプローチ ３･５年生 11月 教育活動を展開し

ていく。



令和３年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（４）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指数による達成度 総合評価

(4)基本的生活習慣 ①生徒一人一人の ①校則や交通ルールの遵守をめざし， ①校則，交通ルールに関して生徒 92 ％，保護 （評定） ○ 基本的生活習慣は，「食事」「睡眠」「清潔」 ○全項目について指
の確立を図る生 自覚を促し，基 90 ％以上が交通ルールを守れてい 者 94％が守れていると回答している。また， 「身だしなみ」「人に迷惑をかけない」など， 導の徹底を図るが
徒指導の徹底 本的生活習慣を ると回答できるようにする。また 登下校時の交通事故は２件であった。 Ｂ 社会の中で生活するために大事な生きる力 特にあいさつの励

身につけさせ 登下校時の交通事故ゼロに努める。 である。評価指標が，「交通ルールの遵守」 行については，登
る｡ 「挨拶」携帯電話の使い方」だけでは偏り 下校時に立哨や呼

がある。生徒に規則正しい生活の必要性を びかけを行い，100
②あらゆる教育活 ②あいさつをよくしているとの回答 ②生徒 64 ％，保護者 88 ％があいさつをよくし （所見） 自覚させ，身につけさせるための目標の再 ％の実施につなげ
動を通して， を，90％以上とする。 ていると回答した。 自転車運転中の自 考を願いたい。 たい。
きめ細やかな 損事故や交通事故が
生徒指導を行 毎年発生している。 ○家庭と密接に連携
い，いじめの 交通事故は幸いにも し，安全で安心し
防止等の取組 ③携帯電話を正しく使っているとの ③携帯電話に関しては,生徒 86％,保護者 76％が 重大事には至ってい ○ 登下校だけでなく，休日でもヘルメット て生活できる学校
に努めるとと 回答を 90％以上とする。 正しく使用していると回答している。使用に ないが交通ルールや 着用や家での携帯電話の使用に関して，学 づくりを推進して
もに教育相談 関して生徒，保護者と，しっかり連携して管 ヘルメット着用の指 校と家庭の協力が不可欠ではあるが，思春 いく必要がある。
活動の充実を 理する必要がある。 導を徹底したい。 期のため，少し難しいところもあると思わ
図る。 携帯電話やスマー れる。次年度課題での外部指導をお願いし ○問題行動には携帯

トフォンの所持に教 たい。 電話やスマートフ

員は危機感を持って ォンを使用したメ

いる。メールやライ ールのやりとりが

ンを遊びに利用し， ○ 校則・ルールが守られている状況は素晴 関係している場合

様々な問題が発生し らしいと思う。携帯電話の使用ルールやマ が多い。そこで，

ている。今年度は， ナーについては，指導が困難な面も多いと 外部機関を利用し

スクールロイヤーを 思うが，保護者と連携して地道に働きかけ た携帯電話安全教

活用した授業を行っ ていって欲しい。 室のより一層の充

活動計画 活動計画の実施状況 た。携帯電話やスマ 実を図り，トラブ

ートフォンの使用方 ル防止の徹底をし

①社会や学校のルールやマナーを守 ①入学者説明会等で，生徒や保護者へ校則の周 法について法的側面 たい。また，定期

り，お互いが気持ちよく安全な生 知徹底を図った。さらに同日，県警サポート から専門的な話を聴 的にアンケート等

活を送れるようにする。また，徒 センターによる携帯電話使用の講演を実施し き，知識を深めるこ を実施して生徒の

歩通学生徒，自転車通学生徒，公 た。 とができた。これら 生活状況を把握し

共交通機関を使用しての通学生徒， 毎月の指導週間の実施 の問題解決には学校 いじめ等の問題行

保護者送迎等それぞれの通学状況 ＪＲ乗車指導の実施 の指導だけでなく， 動を未然に防ぎた

に応じた指導を行い，登下校時の 全校集会後の中学生集会の実施 保護者の協力が不可 い。

事故やけがの防止に努める。 欠である。

中学生集会や学年

②生徒相互，教職員，来客者に対す ②生徒会によるあいさつ運動の実施 集会を利用して，自

るあいさつを徹底させる。特に全 毎月の指導週間の実施 己肯定感や生命の大

校集会等で生徒会本部役員とタイ 外部講師による安全教室の実施 切さについて指導し

アップしてあいさつ運動を推進す た。

る。 また，おもしろ半

分に勝手に写真や動

③外部講師による講話や講習会を毎 ③喫煙，飲酒，薬物乱用防止教室の実施 画を掲載することは

学期に実施し，トラブル防止を推 非行防止作文・ポスター作成 許される行為ではな

進する。 スクールカウンセラーの配置 く，人権侵害やいじ

スクールロイヤー活用事業 め等，重大な事件に

つながる恐れがある

④いじめの防止や，早期発見に努め， ④アンケートや｢至誠ノート｣を始め普段の生活 ことを指導した｡ さ

問題の背景や環境要因も考慮し適 状況等を担任が注意深く観察し，いじめの早 らに規範意識につい

切な解決や支援を実行する。 期発見に努めた。また，校則違反や問題行動 ても指導していきた

等が見受けられた場合，速やかに保護者に連 い。

絡を取り，面談の場を設けた。交通事故防止
等を集会等で指導した。



令和３年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（５）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指数による達成度 総合評価

(5)人権尊重の精神 ①人権教育指導計 ①｢人権学習に積極的に取り組んでい ①生徒 86 ％が，「人権学習に積極的に取り組ん （評定） ○ 各評価指標の目標値が達成されていること ○今回の学校評価ア
の涵養を図る人 画の推進と，“ る。」と思う生徒の割合，80 ％以上 でい。」と回答し，評価指標を十分達成して を評価したい。人権学習を通して，人権の大 ンケートは目標と
権教育の推進 あわ”人権学習 をめざす。 いる。 Ｂ 切さを学び，それを日常生活に活かそうとす していた指標を達

ハンドブックの る人格を育てることは，人権教育の根本であ 成できていた。今
活用により人権 ②｢人権の大切さを学び，それを日常 ②生徒 84 ％が，「人権の大切さを学び日常生活 り，人権尊重の社会の実現のためには不断の 後もさらに，学習
問題を解決でき 生活に活かそうとしている。」と思 に活かそうとしている。」と回答し，評価指 努力が必要である。中高が連携した人権教育 したことがらをも
る生徒の育成に う生徒の割合，80％以上をめざす。 標を十分達成している。 （所見） をさらに推進して欲しい。 とに態度化・行動
努める。 本校は，多くの小 化につなげ，意識

③｢人権を大切にする教育活動が行わ ③保護者 87 ％が，「本校では人権を尊重する考 学校から入学してき をより高め，高い
②人権尊重の意識 れている。」と思う保護者の割合，80 え方や態度を育てる教育が行われている。」 ているという実態が ○ 現状維持 人権意識を維持す
を高めるため， ％以上をめざす。 と回答し，評価指標を達成している。 あり，まず人間関係 る工夫をしていく
創意溢れる具体 づくり・仲間づくり 必要がある。今年
的な取組の展開 を大切にしながら， ○ 生徒の人権尊重の意識は高いと感じる。現 度なかなか実施で
に努める。 実践を重ねている。 在の取り組みを継続して欲しい。学校での取 きなかった教職員

活動計画 活動計画の実施状況 各教科の授業にお り組みが，生徒対生徒，生徒対家族，生徒対 の研修を充実させ
いては, 話し合い活 教師の意見交換の機会を増やすことにつなが るとともに，今後

①生徒の実態に即した人権学習主題 ①各教科における人権教育年間計画を作成し， 動や表現活動を多く ればと思う。 とも外部講師によ
を設定し ,個別的な視点と普遍的な 授業や学校生活の中で人権教育の推進を図っ 取り入れることで， る体験的な学習も
視点を結び合わせた学習を組み た。 生徒が主体的に学習 積極的に取り入れ
立てていく。また ,“あわ”人権学 ・“あわ”人権学習ハンドブックや「わたし に取り組めるように ていきたい。また，
習ハンドブックや「わたしの願 の願い」を活用し，普遍的な視点と個別的 授業形態を工夫して 日頃の姿勢から生
い」の活用に努める。 な視点を結び合わせながら，各学年で共通 いる。 徒や教職員の人権

の内容の学習を進めていった。１年生は「福 １年生の「福祉･ 感覚の醸成をはか
祉･仲間づくり」，２年生は「識字学級」， 仲間づくり」への取 っていきたい。
３年生は「平和学習」を行い，互いに思い 組は，体験的活動を
を伝え合うなかで様々な人権問題を解決し 積極的に取り入れな ○人権の日や人権新
ようとする意欲を高めることができた。 がら，生きて働く力 聞など，中高の連

の育成にもつなげ 携を図りながら，
②生徒一人一人の個性を生かし，大 ②人間関係を築く能力やコミュニケーション能 た。２年生の識字学 共に学んでいく機
切にする学級づくりのため，学校 力，他の人の立場に立って考えられるような 級についての講演会 会を継続していき
生活に関するアンケートを行う。 想像力を培うために，また学んだことの態度 では，生徒主体で学 たい。
授業や指導の中で，いじめは，人 化・行動化につなげるために，生徒の実態を んだことや疑問に思
権にかかわる重大な問題であり， 把握するとともに授業形態も工夫した。 ったことを講演者に
絶対に許されない行為であること ・生活アンケートを行い，生徒一人一人や学 質問するなど生徒の
を徹底する。また，周囲と良好な 級・学年・学校の実態を把握することに役 人権学習への積極性
人間関係を構築し，コミュニケー 立てた。 を養うためにも効果
ションをとることができるように ・生徒が主体的に参加し，体験することで人 的であった。３年生
するために，体験的参加型学習を 権感覚を身につけることができるよう，体 では，沖縄戦や原爆
取り入れる。 験的参加型学習を取り入れた。 についての事前学習

１年生：福祉体験（6月） を行った後，修学旅
２年生：識字学級について講演会（7月） 行で広島を訪れた。
３年生：思春期講演会（2月） 平和講話等を通し

て，戦争の悲惨さや
平和を求める意識を

③人権･放送委員会が積極的に活動す ③人権委員会の活性化を図った。 より高めることがで
る場を作り，生徒が自分たちの意 ・校内人権問題意見発表会（6月） きた。また，人権の
見や考えを表現できる機会を設け ・月１回「人権の日」を設け，中高合同で様 日の放送では 2 年生
る。 々な人権問題について考える時間を持って は識字学級との交流

いる。校内放送でも，学んだことや自分た 会で学んだこと感じ
ちの思いを全校生徒に向けて発表した。 たことを自分の言葉

でまとめ, 全校生徒
に発表できた。1 年
生は環境問題と人権

問題のつながりにつ
いて考えるとともに

理解を深め,それを伝
えることができた。



令和３年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（６）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指数による達成度 総合評価

(6)心身ともに健康 ①学校行事，生徒 ①学校行事に積極的に参加している ①生徒 95 ％が学校行事に積極的に参加してい （評定） ○ 重点目標に掲げる生徒会活動と学級活動 ○学校行事や生徒会

な生徒を育てる 会活動を通じて と思える生徒を 90 ％以上とし，保 ると回答し，保護者 92 ％が学校行事が適切 の充実が，活動計画に提示されているが， 活動，学級活動の

特別活動の充実 生徒の自主性の 護者の理解も 90 ％以上得られるよ に行われていると回答している。 Ｂ 評価指標には挙げられていない。活動計画 目的を再度見直

育成に努める。 うにする。 の実施状況に，専門委員会の活動状況以外 し，さらに充実し

は，ほとんど触れられていないことが物足 た学校生活を生徒

②ホームルーム活 ②３年間を見通した体験学習が，豊 ②生徒 91 ％，保護者 92 ％が，体験学習は豊か りない。特別活動の充実こそが，生徒の学 が送れるよう不断

動(学級活動)や かな心を育むために役立っている な心を育むために役立っていると回答し，生 （所見） 校生活に潤いを与え，生きる力の育成に大 の改善を図ってい

部活動のより一 と 90 ％以上が思えるようにする。 徒の 88 ％，保護者 81 ％が，本校の部活動が 学級や学校の一員 きく作用するものと考える。 きたい。

層の充実と活性 また，本校の部活動が活発に行わ 活発に行われていると回答している。 として，周囲との望

化を図る。 れているとの回答を，生徒・保護 ましい人間関係を形 ○コロナ禍での学校

者とも 80％以上にする。 成し，よりよい生活 ○ 部活動は，せっかくの中高一貫なので， 行事のあり方を検

づくりを参画し，諸 同じ部活動であれば，一緒に練習する曜日 討し，実施する。

問題を解決しようと や，練習試合等をすれば，もっと向上する

する自主的，実践的 のではないかと思う。

な態度や健全な生活

態度を育てることが

できたと思われる。 ○ 行事・部活動に熱心に取り組めており，

専門委員会では， 学校での居場所づくりができていると思う。

活動計画 活動計画の実施状況 各委員会ごとに，あ 学校への帰属意識も育っていると感じる。

いさつ運動や環境美

①目的や運営のあり方を見直し，生 ①学校行事 化活動など役割分担

徒の実態に応じて学校行事をより 入学式 ４月 を果たし，学校をよ

充実したものにする。 忌部の郷めぐり ４月（中止） くするために活動し

ＹＭＣＡ（１年） ７月 た。球技大会や部活

体育祭 ９月 動では，学級・学年

阿波文化体験（２年） 10月 の枠をこえて，交流

修学旅行（３年） 12月 し親交を深めること

ができた。

②各生徒会専門委員会の意義や役割 ②専門委員会

を周知し，生徒の自主的な活動を 専門委員会を実施し，呼びかけや活動につい

すすめるため，生徒会活動の活性 て，中学生集会で全校生徒に周知したり，ボ

化を図る。 ードに掲示したりした。

③学校生活や学級における身近な課 ③学校や学級における活動

題をもとに話し合い，積極的･実践 生徒会役員改選（年１回）

的に学級の合意が図れるよう指導 学級役員改選（学期１回）

する。 球技大会（12月）

部活動（通年）



令和３年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（７）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指数による達成度 総合評価

(7)環境教育及び国 ①新学校版環境Ｉ ①「ゴミの分別・節電･節水等に努め ①「清掃や美化活動に積極的に参加するととも （評定） ○「新学校版環境 ISO」は，従来の学校におけ ○「新学校版環境Ｉ

際理解教育の推 ＳＯを改訂し， ている」と回答する生徒の割合が に，ゴミの分別・節電・節水等に努めている」 る節電，ゴミ分別，リサイクル活動に加え， ＳＯ」でも課題に

進 環境保全活動に 75％以上をめざす。 と回答する生徒の割合は 82 ％であり，目標 Ａ 地域に出向いて環境美化，自然観察などの体 なっていた節電・

努める。 を 7ポイント上回った。 験活動を行うことを目標としている。学校周 節水について努め

辺のゴミ拾い以外にも学びの機会を拡げてい る意識の向上に向

②国際性を高める くべきである。 けて取組を考えて

ため積極的に国 ②外国の言語や文化に触れ，視野を ②「外国の言語や文化に触れ，視野を広げるの （所見） いきたい。

際交流を図る。 広げるのに役立つ国際交流事業を に役立つ国際交流事業を行っている」と回答 換気，手洗いを励

行っていると思える生徒が 80 ％以 する生徒は 87％であり，目標を 7ポイント上 行した。環境美化委 ○ 地元大学への留学生との Zoom を活用して ○新型コロナウイル

上となるようにする。 回っている。 員が中心となり，清 の交流などは，よく工夫されたと思う。 ス感染症拡大に伴

掃や美化活動，環境 い，国際交流のあ

整備に努め，目標数 り方を見直してい

値を達成することが ○ 現状維持 く必要がある。Ｉ

できた。 ＣＴ等を活用し，

状況に応じて，最

「外国の言語や文 ○ 日常生活の中で環境を守るための取り組み 適な国際交流事業

化に触れ，視野を広 が行われ，生徒の意識も高いと感じる。異文 を積極的に実践し

げるのに役立つ国際 化との交流も積極的に取り組めていると思わ ていきたい。

交流事業を行ってい れる。

る」と回答した生徒

活動計画 活動計画の実施状況 が，目標値を上回っ

た背景には，四国大

①「新学校版環境ＩＳＯ」の認定校 ①環境美化委員の生徒が中心となって，毎朝玄 学の留学生と Zoom
として，環境美化委員会を中心に 関の掃き掃除に取り組み，春から秋にかけて での交流会や，台湾

清掃活動やリサイクル活動の充実 は中庭の花壇の水やりも合わせて行った。ま の生徒と手紙のやり

を図る。 た学校周辺のゴミ拾いを行い，地域の環境美 取りなど，積極的な

・中庭の花壇の水やりと玄関の掃除 化に貢献した。環境安全教育課の職員を中心 国際交流事業を実施

を環境美化委員が当番制で行い， に，校内全体の環境整備に努めた。「新学校 したためだと考えら

校内の美化に努める。 版ＩＳＯ」の認定校の継続申請も行い，認め れる。

・学期ごとに環境美化委員会で学校 られた。

周辺のゴミ拾いに出かける。

②国際交流 ②国際交流

・国際交流事業やグローバルの授業 ・海外語学研修は実施できなかったが，四国大

を通して，留学生や海外の学校と 学の留学生との交流会を実施し，国際理解を

の交流の機会を積極的に取り入れ 図った。

る。 ・昨年度に引き続き，グローバルの授業におい

て，２・３年生は台湾の生徒との手紙の交

換を行い，国際交流に取り組んだ。



令和３年度 徳島県立川島中学校 学校評価についての総括評価表（８）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 次年度への課題

評価指標 評価指標による達成度 総合評価

(8)開かれた学校づ ①地域貢献活動等 ①「参観日や見学会を通して，学校 ①保護者の 80 ％が，「参観日等を通して学校の （評定） ○ 多くの教員が関わることで，ホームペー ○今後も参観日や公

くりと安全教育 などの活性化 の特色が伝わっている」と思う保 様子が伝わっている」と回答しており，生徒 ジの更新回数が前年に比べ倍増しているこ 開授業の授業内容

の推進 や，ホームぺー 護者の割合 80％以上をめざす。「外 の 84 ％が「外部講師による授業の機会が多 Ｂ とを高く評価したい。重点目標に挙げた地 を工夫し，本校の

ジ等を活用した 部講師を招いての授業の機会が多 く設けられている」と回答している。 域貢献活動等の活性化が評価されていない。 魅力や特色ある取

広報活動の充実 く設けられている」と思う生徒の 組について発信で

地域の連携を深 割合 70％以上をめざす。 きる機会にしてい

め，外部評価結 （所見） ○ 限られた授業時数の中で，効果的な防災 く必要がある。小

果を活かす取組 ②「ホームページは，学校の広報活 ②保護者の 80 ％が，「ホームページやメール配 評価指標①②で， 学習を実施するためには，カリキュラムの 学校への広報活動

を推進する。 動に役立っている」と思う保護者 信は，学校の様子を知る上で役立っている」 目標値に近い値とな 創意工夫や防災避難訓練の事前と事後の学 を強化していくこ

の割合 80％以上をめざす。 と回答している。 っている。 習も充実して欲しい。 とも必要である。

②地域と連携した 今年度は参観日が 1
安全･防災教育 ③防災避難訓練に真剣に取り組んで ③生徒 90 ％が，「避難訓練や防災学習に積極的 回のみであったが， ○ホームページでは

の積極的な推進 いる生徒の割合，90 ％以上を目ざ に取り組んでいる」と回答している。 授業内容を通して本 ○ コロナ対策での休校や濃厚接触者等の情 記事の更新数を確

に努め地域防災 す。 校の特色ある教育活 報があまりにも雑すぎるように思った。保 保するだけでな

を担う人材を育 動を広報する機会に 護者からの苦情がたくさんあるように思う。 く，見やすさや発

成する。 活動計画 活動計画の実施状況 なっている。外部講 （例えば，「陽性者○名，うち PCR 検査必 信する内容につい

師を招いた授業につ 要性のある生徒はすべて終え，全員陰性と ても，本校の特色

①参観日や学校公開の日，県立川島 ① 10 月 17 日の参観日は参加率 63 ％であっ いては，Zoom を活用 確認したため，通常登校にします。」のよう ある取組や魅力が

中学校見学会の機会に特色ある授 た。9 月 25 日と 11 月 5 日実施の入学者募集 することで昨年度以 な連絡があれば，保護者の方も仕事の都合 伝わるよう工夫し

業を実施し，学校の取組を発信す 説明会では小学生の児童・保護者が合わせて 上に機会を確保する がつけられるかと思った。） て発信する。

る。また，小学校への広報として 41 世帯参加した。7 月 15 日には 3 学年対象 ことができたため，

学校パンフレットや広報誌「絆」 の高校説明会を実施した。パンフレットおよ 生徒の肯定的な回答 ○今後も Zoom など

の配布を行う。 び PTAの企画広報委員会による広報誌『絆』 が多かった。 ○ 多くの外部講師の招聘や積極的なホーム ＩＣＴを効果的に

外部講師を招いての出前授業や学 を作成し，近隣の小学校に配布した。小学校 ホームページにつ ページの更新など，開かれた学校づくりの 活用して外部講師

校行事，部活動などの学校の取組 説明会は小学校 7校で実施した。 いては，マニュアル 努力が感じられる。防災避難訓練にも積極 を招いた授業の機

をホームページで発信し，学校の 外部講師を招いての主な授業は以下の通りで の作成と教員への研 的に取り組めている。 会を確保するとと

広報活動を充実させる。また，す ある。 修を進め，多くの教 もに，ホームペー

べての教員で分担してホームペー 薬物乱用防止教室(Zoom) 1 年 6 月(1 名) 員で分担して記事の ジでの発信を行

ジの更新に取り組めるよう，教員 スクールロイヤー出前授業(Zoom） 全学年 6月(1名) 更新を行うことがで う。

研修を継続して実施する。 福祉体験学習 1年 6月(5名) きた。今年度の更新
消費者教育講演会 1年 7月(1名) 数は１月末現在２４１ ○新型コロナウイル

交通安全講話 全学年 7 月(1 名) 記事で，昨年度から ス感染症の影響下

主権者教育出前授業 3 年 7 月(1 名) 2.2 倍に増加し，より においても，地域

識字学級交流会 2 年 7 月(10 名) 多くの人々に利用し と連携した安全・

進路講演会(Zoom) 3 年 9 月(1 名) てもらえるようにな 防災教育のあり方

先輩から学ぶ 2 年 10 月(6 名) っている。 を考え，実践して

防災学習(Zoom) 1年 9月(1名) 防災学習について， いく必要がある。

中学生職業ガイダンス 2年 10月(1名) 総合的な学習の時間
阿波文化出前授業 2年 10月（3名） や避難訓練，防災ク
職場体験出前授業(Zoom) 2年 11月(4名) ラブの活動を通して，
高校生ファシリテーター 生徒の防災意識と実

による防災学習 1年 11月 12月(10名）践力の向上が見られ
非行防止教室(Zoom) 全学年 12月(1名) た。

②防災避難訓練にあたっての事前・ ② 6 月と 12 月の避難訓練では，新型コロナウ
事後指導の徹底を図り，中高連携 イルス感染症対策を行い，訓練や講習を実施

を行いながら総合的な学習の時 した。高校生ファシリテーターによる防災学

間で防災学習を行う。 習は，1 年生が防災について考え，避難所運
防災クラブの活動の活性化を図る 営などを考える機会になった。防災クラブの

ための取組を行う。 活動では，毎年恒例になっている鴨島支援学

校での飛散防止フィルム貼付作業を実施し

た。


